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M = L2; L = 2; 3; 4; 5;    (1)
となる．M 元 QAMコヒーレント状態信号の各信号は次式で表
される．
jpqi = j(p+ iq)i; p; q 2 
 (2)


















せていった場合の盗聴者 (Eve) の誤り率特性を調べた．Eve は
先述した半古典的量子受信機の他に，古典の受信機として振幅，

























図 2 M -QAMにおける誤り率特性
位相などが測定できるユニバーサルなヘテロダイン受信機 [1]を
用いるものとする．その結果が図 2 となる．図 2 の縦軸は誤り
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